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　The present study aimed to elucidate the subjective experiences of mental friends (MFs) in MF 
activities conducted as part of the “Development of Community Welfare Through Mental Friend 
Activities”, a Support Program for Contemporary Educational Needs (Contemporary GP project) 
initiated in 2007 at our university, in order to obtain information for establishing a support system 
for the continuation of MF activities. A qualitative descriptive study was conducted on five subjects 
who were registered as MFs at our university and regularly performed activities. As factors 
supporting MF activities, those focusing on the children at facilities, such as “provision of healing” 
and “expectations toward activities”, were identified as motivations for registering as MFs prior to 
the start of activities, while factors related to self, such as “personal growth” and “personal 
healing”, were observed following activities. Factors hindering MF activities included “difficulty in 
adjusting activity times” and “differences in recognition of children among facility staff”, while 
expectations of MFs toward the university included “depiction of the children’s lives at facilities” 
and “provision of opportunities for interaction among MFs”. These findings suggest that measures 
promoting the continuation of MF activities are urgently required. 
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自 己 の 成 長
自 己 の 癒 し
活動への後押し
???????
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換の場として定期的なものとしての【ＭＦの
交流機会の提供】が望まれることが示唆され
る。また、専門的技術が十分でない学生に
とって、対応に困った際にアドバイスが求め
られるような施設との連携強化も望まれる。
Ⅵ　結　語
　ＭＦ活動を支援するものとして、活動開始
前の特徴とし施設の子ども達を焦点とした
【癒しの提供】【活動への期待】がＭＦ活動へ
の登録動機となっていた。活動開始後は、Ｍ
Ｆ自身についての【自己の成長】【自己の癒
し】を認識していた。また、ＭＦ活動を阻害
するものとして【活動時間調整の困難さ】
【子ども認識の施設職員とのズレ】【施設職員
とのコミュニケーション不足】が挙げられ
た。ＭＦが大学に期待するものとして、活動
開始前の支援とし【子ども達の施設生活のイ
メージづけ】、活動開始後の支援として【他学
生へのＭＦ活動周知】【ＭＦの交流機会の提
供】【心理的サポート】が挙げられた。
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目より“成長”を挙げており
5 ）
、ＭＦ自身も大
学生という青年期にあることを踏まえると彼
ら自身の成長へも何かしら影響を与えている
といえよう。
２　ＭＦ活動を阻害する要因と支援について
　本学のＭＦ活動が全学的取組として開始さ
れ漸く３年が経過したところである。それぞ
れの施設においても活動が定着してきたとこ
ろである。また、長期にわたり同一施設で活
動を継続するＭＦについて、大学の講義や自
身の余暇と活動時間との＜スケジュール調整
の困難さ＞や定期的なＭＦ活動ができないと
いう＜活動休みへの罪悪感＞となり【活動時
間調整の困難さ】としてＭＦ活動を阻害する
要因となっている。また、伊藤らは、ＭＦの
悩みに関するものとして、「担当職員との活動
方針が合わなかった」「相談所職員と連絡を取
るのが困難だった」との項目より“孤立・負
担感”を挙げている
5 ）
。また、市根井らは、Ｍ
Ｆ活動における児童相談所に関する課題・問
題点として「対象児童、ＭＦ，児相職員との
連携強化が必要」としている
6 ）
。本研究の結果
においても、同様な【子ども認識の施設職員
とのズレ】や【施設職員とのコミュニケー
ション不足】として挙げられている。現在、
本学において確立された対応策がなされてい
ない。そのためＭＦ自身が、それぞれに他者
への気持ちの投げかけを行い自ら【心理的サ
ポート】を行わなければならない状況となっ
ている。伊藤らは、実際の活動においては、
児相相談所職員のサポートやスーパーヴィ
ジョンがＭＦの不安を低減する機能を果たし
ているとし、また、ＭＦ活動に満足している
ＭＦほど、友達的な関わりを取る傾向にあ
り、自分自身も成長したととらえていること
より、ＭＦとしての迷いも小さいことがわか
るとしている
5 ）
。これらのことより、早急な対
応策としてスーパーヴァイズが可能な人員配
置の継続と、互いのＭＦ活動における情報交
「メンタルフレンド活動」におけるメンタルフレンド自身の主観的体験
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